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This thesis is focusing on and examining the interpersonal group dynamics of the Hi-Red Center, an 
art group that was part of the Anti-Art Movement that took place in Japan in the early 1960s and 
makes it clear how they affected the ideas expressed in the art that it produced. And we also examine 
how the group dynamics of the Hi-Red Center became universalized.  
 
In this thesis, we examined third-party individuals who directly participated in the Hi-Red Center's 
performance art, grasping them chronologically. We also apply Howard S.Becker's"Art Worlds"model, 
which analyzes the interpersonal group dynamics of the Hi-Red Center.  
 
Based on this research, we separated the interpersonal group dynamics of the Hi-Red Center into 
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three distinct periods below; 
 1. The period when the Hi-Red Center relied on art critics and intellectuals to support the direction 
they were taking. 
 2. The period when the group worked with the "Sogetsu Art Center", and mobilized audiences of the 
Arts, in order to realize their performance art. 
 3. The period when the group mobilized like-minded individuals from the "Naiqua Gallery", a center 
for the avant-garde art, in order to carry out their performance art pieces.  
 
We also compare the collectivity of the Hi-Red Center with the "the Bazaar model" of modern software 
development. We found that the two shared many commonalities; in particular, they both rejected top 
down models of organization as a guiding principle. From the above results, we proved that was 





































































































  1.ハイ・レッド・センターはマニフェストをも 
  たない。 
  1.ハイ・レッド・センターとは集合体の名称であ 
  ると同時に、あるいはそれ以上に一個の仮空な人 
  格の名である。 
  1.高松、赤瀬川、中西が作り上げたこの仮空な人 
  格は逆に彼等を命令する。 
  1.故にハイ・レッド・センターはその構成員の匿 
  名を保証する。 
                                                   
4 白川昌生 編 『日本のダダ 1920-1970』、水声社、2005年、p.44 
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  構成員も、多くの記録では前記した発起人三名の 
  ほかに和泉達も含まれているがその四名はあくま 
  で公式要員といわれるごく一部であるにすぎず、 
  それ以外に非常に多くの非公式要員、別称、地下要 
  員、または匿名HRC要員がいるといわれている。 
  そして最近の調査によれば、構成員の存在は流動 
  的なものであるらしく特定の状況のなかで一時的 
  にかなりの人員の増加をみることもあれば、一名 
  だけになったりすることもあるらしい。また一部 
  の研究家によれば、構成員と非構成員の間には明 
  確な区分はないともみられている。ハイレッド・ 
  センターの組織についての特殊性は、公式要員、 
  非公式要員を問わず、その限られたわずかの構成 
  員が自由に代表権をもつことが、ある調査によっ 
  て明らかになり、それを見ても、集合体としての 
  厳密な組織の規定はないらしい。この点から、ハ 
  イレッド・センターは集合体ですらないという説 
































































  高松は美術の表面に高く、中西を裏面に深く、赤 
  瀬川を周囲に広く、だから縦、横、高さみたいな 
  立方体にたとえてみると、その立方体のなかに、 
  一九六〇年代から七〇年代へかけての、多くの、 
  そしてのりこえられるべき問題がふくまれている 


































































































































  ひとまとめに「反芸術」といわれたこともあるこ 
  れらの諸集団がはげしく混ざり合い、相互に影響 
  関係にあることによってある種の均質化が生じた 
  こともやむをえないだろう。事実、六〇年代初め 
  の数年はむしろ、各グループの特異性より同質性 
  が強まり、各々が運動体や集団である時期という 
  よりも、それらが一体になって、ひとつの表現の 
  状況をつくり出したという方があたっているだろ 























































































































































































































































































































































































































































































































































  私は3人の作品を見て、しめたと思った。中西も 
  高松も山手線ひと回りのイベントの頃からカオス 
  ということを考えていた。（中略）あちこちにち 
  らばっていく洗濯バサミは、ついでに赤瀬川の一 
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  色刷り原寸大の千円札も同時にくわえ込んでい 
  げば〔ママ〕いいのである。高松の紐の作品は伸 
  びていって上野駅に達し、レールによって日本全 
  土につながるのが運命でなければならない。他の 
  出品者も都美術館を刺激するようなことをやるだ 
  ろうが、私の手持ちのカードはこの 3人で充分で 










































































































































































































































































































































  ギクリと起き上がった和泉と私は、もう大急ぎで 
  ケント紙を買って来たりハサミとノリを用意した 
  りして、ビラのレイアウトをはじめました。（中略）     
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  そして大急ぎで印刷所に持って行きました。印刷 
  が出来てきたのは四月十二日です。私たちはその 










  これは慌ててやったもんだからほかのハイレッド 
  には知らせてなかったな、と気がつきました。こ 
  れが普通の組織だったら、一部の人間が独断的に 
  やってしまったとして非難されるところです。だ 
  けど私たちの場合は全部のセッティングをなした後 
  で、「コレコレ、シカジカ……」とメンバーに報告 
  し、それを聞いたメンバーは、「あ、なるほど、当 
  然、当然……」というわけで、これはもうレッキ 
  としたハイレッド・センターの仕事なのであり 















 1964年 6月 11日から 16日まで内科画廊で行われた《大
パノラマ展》は、画廊を閉鎖するイヴェントであった。展































































































































































































































































































































































































                                                   
















































                                                   





































































































































































 第 2 章を通して確認してきたハイレッド・センターの周



























































































































                                                   



















































  この連中は不快な陰謀家どもであって、ぼくが何 
  を書いても、その裏をかくと公言する。期待など 
  すれば、はぐらかして失望させることをたくらむ 
  という。作品の提示は何もないことの裏をかくこ 
  とであり、それをできるだけ限定するのは世に作 
                                                   
65 Haward S.Becker, Art Worlds, University of California Press, 
1982,p.113 
66 赤瀬川原平『東京ミキサー計画』、ちくま文庫、1994年、p.105 
  品のあり過ぎることをはぐらかすことであるらし 
  い。芸術にたいする強いられた感動と蔓延しつつ 
  ある無関心の両者に罠をかけようとしているのであ 
  る。もっともそういえば、連中は、それは強制さ 
  れた無関心と蔓延しつつある感動だと、またその 























































































































































ューヨークを活動の拠点としていたが、1962 年から 64 年
の間は日本に帰国していた時期にあたる。この間、小野の
活動は主に草月アートセンターで行われた。1962 年 5 月











                                                   





































































  一九亓八年、草月会館（旧）が完成した。”豪華絢 
  爛”とも”毒々しい”とも評された建物の地下に 
  あるホールが、草月アートセンターの舞台である。 
  この独自のトポスが街角にある広場のように、出 
  会うはずのなかった芸術家たちを呼び込んで、思 
  いがけない出会いを演出していく。ジャズと詩が、 
  現代音楽と映像が、演劇と舞踏が結び合い、東と西 
  が、伝統と前衛が、そして芸術と政治がここで交 
  わった。ふらっと立ち寄って熱い空気に触れた人 
  たちは、やがて新たな方向へと歩みだす。そこは 




















































                                                   

















































































画》以後は、64 年 10 月の《首都圏清掃整理促進運動》ま
でグループへの関与は確認できない。この間の川仁の動き
としては、1963 年に内科画廊において『dealer Naiqua』




















































  内科画廊にいけば、インフォメーションもあるし、 
  友達にも会えるし、あわよくばそのあとのパーテ 
  ィーまでいて飲めた。お客からお金を借りて下の 
  餃子を買ってきたり、ビールを買ってもらえれば 
  なおうれしい、というように生活の一部だった。 
  誰かが発表すれば、集まって騒ぐ。評論家も見に 
  きたし、いい作品は新聞に載ったりするから希望 







































































































  このときから私はこれまで記してきたように、中 
  西夏之、菊畑茂久馬、赤瀬川原平、立石紘一、中 
  村宏等の他に坪内一忠、吉野辰海、小島信明、清水 
  晃、岡本信治郎、田中信太郎、高松次郎、和泉達、 
  三木富雄、刀根康尚、川仁宏、風倉匠とう連中と 
  つきあいはじめ、画廊や喫茶店、焼鳥屋やバーで 
  語り合ったり遊んだり内科画廊や草月会館で開か 
  れた小野洋子や白南準（ナム・ジュン・パイク） 
  のイヴェントを一緒に見物したり、参加したりし 







                                                   
91 William A.Marotti,"Sounding the Everyday:the Music 
groupand Yasunao Tone's early work",Yasunao Tone:Noise 
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98 エリック・スティーブン・レイモンド 著 山形浩生 訳『伽藍と
バザール』、光芒社、1999年、p.60 
99 同上 pp.104-106 
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100 19世紀ロシアのアナキスト、クロポトキンの『ある革命家の
回想』からの引用による。 エリック・スティーブン・レイモンド 



















































































                                                   
101菊畑茂久馬『反芸術綺談』、海鳥社、2007年、p.46 
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